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かかし祭で地域を元気に！（中村地区）
　地域の風物詩となった「かかしの里づくり」は今年15周年を迎えました。10月８日には恒例のかかし祭が開
催され、五穀豊穣と地域の安全を祈願し、かかしを供養。その後、中村公民館では保育所園児の太鼓や遊戯、
小学生と地域の方達による登山囃子の演奏、婦人会のダンスなどが披露され、各世代が集う楽しい一日となり
ました。

９月
定例会号

２～３
４
５
６
７

８～11
12～14

平成27年度決算を認定
第３回定例会のあらまし　街路灯整備等に予算補正
決算審議・監査審査意見
特集　まちの財政状況　ほんとうはどうなの？
議員活動　県立高校再編計画学習会を開催
夜間議会開催　４議員が一般質問
議員視察リポート　七里長浜港の可能性・
� 議会改革先進地の取り組みを学ぶ
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平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
は
議
員
全
員
に
よ
る
決

算
特
別
委
員
会
（
東
條
一
彦
委
員
長
）
を
設
置
し
て

審
査
。
そ
の
他
の
特
別
会
計
、
企
業
会
計
決
算
等
は

総
務
文
教
・
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
に
付
託
。

そ
れ
ぞ
れ
審
議
し
た
結
果
、
議
会
最
終
日
の
本
会
議

に
お
い
て
、す
べ
て
の
会
計
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

会 計 別 歳　　入 歳　　出 差し引き 地方債（借金）残高

一 般 会 計 70億4826万円 69億3377万円 １億1449万円 99億8813万円

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 事 業 19億9136万円 19億8516万円 620万円 －

簡 易 水 道 事 業 ３億2945万円 ３億2108万円 837万円 ７億8140万円

農 業 集 落 排 水 事 業 １億4160万円 １億4109万円 51万円 13億876万円

小 規 模 水 道 事 業 680万円 363万円 317万円 3563万円

公 共 下 水 道 事 業 ２億9060万円 ２億8811万円 249万円 26億957万円

墓 地 公 園 事 業 20万円 ７万円 13万円 －

介 護 保 険 事 業 14億7797万円 14億1625万円 6172万円 －

後 期 高 齢 者 医 療 １億1418万円 １億1171万円 247万円 －

水 産 業 振 興 事 業 2664万円 2447万円 217万円
※単位を万円で表示しているため差引額が一致しない場合があります。

平成27年度　企業会計決算状況
水 

道 

事 

業

収　　益　　的　　収　　支 資　　本　　的　　収　　支

事業収益 事業費用 差し引き 資本的収支 資本的支出 差し引き

１億8089万円 １億5985万円 2104万円 １億7684万円 ２億4892万円 △7208万円

地方債残高　10億4036万円
　※�資本的収支が7208万円の不足となったため、当年度分損益勘定留保資金6722万円・過年度分損益勘定留保資金76
万円・繰越利益剰余金処分額410万円で補てん

平成27年度　各会計決算状況

元気推進のまちづくりに どういかされたか　　　
昨年度より２億8710万円縮減

　一般会計　69億3377万円� 各会計・水道事業会計決算を
チェック 認定

各
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
全
会
一
致
で
認
定

総務文教常任委員会 産業建設常任委員会

決
算
特
別
委
員
会

どんな事業に使われたのかしっかり審査
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平成27年度

決　算

元気推進のまちづくりに どういかされたか　　　
昨年度より２億8710万円縮減

　一般会計　69億3377万円� 各会計・水道事業会計決算を

スクールバス運行委託料（小・中学校)� 9871万円
スクールバス目的外運行委託料（部活動等）��1471万円
新消防庁舎建設設計委託料� 2705万円
あじがさわ未来応援寄附金謝礼（地場産品）� 2516万円
元気あふれるまち再生事業（各団体への補助金）
� �127万円
�プレミアム商品券発行事業への補助金� 2229万円
�健診（健康診査16歳まで拡充）・がん検査等の委託料
� 2054万円
�児童医療費無償（小学生まで）の助成� 406万円
�子育て世帯商品券交付事業の委託料� �985万円
�津波ハザードマップ作成業務委託料� 370万円

健 全 化
判 断 比 率 鰺ヶ沢町 早期健全化

基 準
実質公債費
比 率

平成27年度 16.9%
25.0%

平成26年度 18.5%

将 来 負 担
比 率

平成27年度 196.5%
350.0%

平成26年度 225.3%

資金不足比率
（公営企業会計）

平成27年度 ― 経営健全化
基 準

平成26年度 ― 20.0%

　「―」は資金の不足額を生じていないことを示す。

▼�公営企業会計（水道事業・簡易水道事業・公共下水道事業・
農業集落排水事業の各会計）

歳　入
７０億４８２６万円
歳　入

７０億４８２６万円
町税

７億5955万円
（10.8％）

町税
７億5955万円
（10.8％）

その他
５億535万円（7.1％）

その他
５億535万円（7.1％）

町債
６億1513万円（8.7％）

町債
６億1513万円（8.7％）

県支出金
４億7847万円
（6.8％）

県支出金
４億7847万円
（6.8％）

地方交付税
37億4060万円
（53.1％）

地方交付税
37億4060万円
（53.1％）地方消費税交付金

１億9736万円
（2.8％）

地方消費税交付金
１億9736万円
（2.8％）

地方譲与税
6987万円
（1.0％）

地方譲与税
6987万円
（1.0％）

民生費
16億9911万円
（24.5％）

民生費
16億9911万円
（24.5％）

総務費
14億8118万円
（21.3％）

総務費
14億8118万円
（21.3％）

公債費
12億8860万円
（18.6％）

公債費
12億8860万円
（18.6％）

土木費
５億2483万円
（7.6％）

土木費
５億2483万円
（7.6％）

教育費
５億1011万円
（7.4％）

教育費
５億1011万円
（7.4％）

衛生費
４億4224万円
（6.4％）

衛生費
４億4224万円
（6.4％）

消防費
４億645万円
（5.9％）

消防費
４億645万円
（5.9％）

農林水産業費
３億7196万円
（5.3％）

農林水産業費
３億7196万円
（5.3％）

議会費
7394万円（1.1％）
議会費

7394万円（1.1％）

商工費
7691万円（1.1％）
商工費

7691万円（1.1％）

災害復旧費
5758万円（0.8％）
災害復旧費

5758万円（0.8％）

労働費
86万円（0.0％）
労働費

86万円（0.0％）

一般会計決算の内訳

６９億３３７７万円

歳　出
６９億３３７７万円

歳　出

国庫支出金
６億8193万円
（9.7％）

国庫支出金
６億8193万円
（9.7％）

前
年
度
よ
り
改
善

鰺ヶ沢町の財政状況

財政指標≫健全基準はクリア！
◆実施した主な事業など◆

27年度に残ったお金

１億1449万円
●実　  質　  収　  支
（黒字）　8722万円
そのうち約半分を
▽財政調整基金に積立て

　（貯金）　4400万円
▽28年度に繰り越し
　　　　　  4322万円

●28年度の特定事業に
繰り越し2727万円
 （使いみちが決まったもの）

【地方債現在高】
（町の借金）

99億8813万円
※昨年度より　　

　　５億3177円減少

【財政調整基金】
（町の貯金）
３億9700万円

 ※昨年度より
　　　２億3662円増加
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全町内の街路灯ＬＥＤ化に向けて（３年計画の予定）
鳴沢地区の街路灯取替えに1000万円補正

　
平
成
28
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
８
日
か
ら
９
月
15

日
ま
で
の
８
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
町
各
会
計
決
算
、
条
例
改
正
案
、
人
事
案

な
ど
35
件
の
ほ
か
、
町
健
全
化
判
断
比
率
等
の
報
告
３

件
、
意
見
書
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
、

認
定
、
同
意
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
（
９
月
13
日
）
は
、
昨
年
に
続
き
夜
間
に
開

催
し
、
４
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。
傍
聴
者
は
昨
年

よ
り
少
な
く
、
21
人
で
し
た
。
（
一
般
質
問
の
内
容
は
８

～
11
ペ
ー
ジ
に
記
載
）

　
ま
た
、
最
終
日
に
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び

補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
指
名
推
選
の
結
果
、
そ
れ
ぞ

れ
４
名
が
決
定
と
な
り
ま
し
た
。

第３回
定例会
９月８日～15日

▽
平
成
28
年
度
町
一
般
会
計

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
６

７
０
万
円
を
追
加
し
、
歳
入

歳
出
予
算
総
額
を
72
億
９
１

５
９
万
円
と
し
た
も
の
。

　

主
な
補
正
額
（
歳
出
）
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
予
算
額
は
、
一
万
円
未
満

を
切
り
捨
て
表
示
）

◇
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化

対
策
委
託
料

　
　
　
　
　

１
６
７
４
万
円

◇
公
衆
街
路
灯
取
替
事
業
費

　
　
　
　
　

１
０
０
０
万
円

※
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

　
　
　
　
　

（
鳴
沢
地
区
）

▽
専
決
処
分
の
報
告

◆
平
成
28
年
度
町
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　

１
３
２
６
万
円

建
設
改
良
費
（
重
要
給
水
施

設
配
水
管
事
業
）

※
舞
戸
町
岩
谷
地
区
の
Ｊ
Ｒ

軌
道
横
断
に
係
る
工
事
等
の

増
額
を
承
認
。

▽
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
　

任
期
満
了
に
伴
い
、
冨
田

名
重
氏
、
川
村
孝
淳
氏
の
後

任
に
両
氏
を
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
。

・
山
崎　

康
裕
氏
（
本
町
）

・
安
田
由
賀
子
氏（
日
照
田
町
）

（
任
期
）
平
成
28
年
10
月
24

日
か
ら
４
年

▽
浜
横
沢
財
産
区
管
理
会
管

理
委
員
の
選
任

　

欠
員
と
な
っ
て
い
た
管
理

委
員
に
佐
藤
君
雄
氏
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
。

（
任
期
）
残
任
期
間
の
平
成

30
年
4
月
27
日
ま
で

◎
意
見
書
案
第
２
号

「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介

護
を
求
め
る
意
見
書
」

【
内
容
】
看
護
職
・
介
護
従

事
者
の
環
境
改
善
、
医
師
・

看
護
職
・
介
護
従
事
者
の
十

分
な
確
保
を
求
め
る
も
の
。

【
提
出
先
】内
閣
総
理
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
、財
務
大
臣
、

文
部
科
学
大
臣
、総
務
大
臣
。
◆ ◆

第
３
回
定
例
会
に
上
程

さ
れ
た
主
な
議
案
等

○
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

当
選
者

　

須
藤　

壽　

氏
（
再
任
）

　

戸
沼　

英
哉
氏
（
再
任
）

　

吉
田　

照
生
氏
（
再
任
）

　

水
口　

清
治
氏
（
新
任
）

○
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

補
充
員
当
選
者

第
一
順
位　

木
村　

辰
男
氏

�

（
新
任
）

第
二
順
位　

豊
澤　

紀
講
氏

第
三
順
位　

奈
良　

優　

氏

第
四
順
位　

澤
田　

賢
治
氏

（
第
二
～
第
四
順
位
は
再
任
）

※
選
挙
管
理
委
員
に
欠
員
が

生
じ
た
と
き
順
位
に
よ
り
補

充
さ
れ
ま
す
。

　

選
挙
管
理
委
員
は
、
選
挙

権
を
持
っ
て
い
る
人
で
、
人

格
が
高
潔
、
政
治
お
よ
び
選

挙
に
公
正
な
識
見
を
持
つ
人

の
う
ち
か
ら
、
議
会
の
議
員

に
よ
る
選
挙
で
選
ば
れ
ま

す
。（
任
期
４
年
）

　

議
会
に
お
い
て
行
う
選
挙

の
方
法
の
一
つ
。

　

議
会
が
、
特
定
の
人
を
あ

ら
か
じ
め
指
名
し
、
そ
の
人

を
当
選
人
と
定
め
る
べ
き
か

ど
う
か
を
会
議
に
諮
り
、　

そ
の
結
果
、
議
員
全
員
の
同

意
が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の

人
を
当
選
人
と
す
る
方
法
で

す
。

　

議
員
に
一
人
で
も
指
名
推

選
の
方
法
に
異
議
が
あ
る
時

は
、
投
票
に
よ
り
選
挙
を
行

い
ま
す
。

▼�

町
選
挙
管
理
委
員
会
の
選
挙

（
指
名
推
選
）
の
結
果

　

選
挙
管
理
委
員
・
補
充
員
を

　
　
　
　

指
名
推
選
に
よ
り
決
定

選
挙
管
理
委
員

解説▪
指
名
推
選
と
は
▪

２回目の夜間議会（一般質問）を開催

水口清治氏（中村町）
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議
会
の
提
言
・
意
見
は
反
映
さ
れ
た
の
か

決
算
特
別
委
員
会

　
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
平

成
27
年
度
町
一
般
会
計
決
算
の
審
議
内
容
を
一
部
抜
粋
、

要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問　

長
谷
川
議
員

　

タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
の
内
容
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答　

小
笠
原
政
策
推
進
課
長

　

ま
ず
町
民
、
特
に
子
供
達

に
町
に
誇
り
を
持
っ
て
も
ら

う
手
段
と
し
て
、
鰺
ヶ
沢
テ

キ
ス
ト
を
作
成
中
で
あ
り
、

28
年
度
内
に
完
成
さ
せ
た
い
。

ま
た
、
負
げ
ら
い
ね
ポ
ス

タ
ー
等
を
活
用
し
県
内
外
に

Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
る
。

意
見　

長
谷
川
議
員

　

ポ
ス
タ
ー
は
観
光
客
に
も

評
判
が
良
い
が
、
町
外
へ
の

発
信
だ
け
で
な
く
、
町
民
が

こ
の
町
を
好
き
に
な
る
仕
掛

け
づ
く
り
を
お
願
い
し
た
い
。

問　

一
戸
議
員

　

有
害
獣
対
策
の
成
果
、
捕

獲
数
の
確
認
方
法
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

一
戸
農
林
水
産
課
長

　

５
年
前
の
調
査
結
果
よ
り

サ
ル
の
群
数
は
増
え
た
が
、

頭
数
全
体
は
減
少
し
て
い
る
。

　

捕
獲
の
確
認
方
法
に
つ
い

て
は
、
駆
除
委
託
し
て
い
る

猟
友
会
か
ら
書
面
で
報
告
を

受
け
て
い
る
。

問　

一
戸
議
員

　

実
際
頭
数
が
減
少
し
た
か

疑
問
も
感
じ
る
が
、
サ
ル
の

死
体
確
認
や
ア
ラ
イ
グ
マ
全

捕
獲
な
ど
今
後
対
策
を
厳
し

く
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

答　

一
戸
農
林
水
産
課
長

　

ア
ラ
イ
グ
マ
に
関
し
て
は
、

箱
わ
な
を
購
入
し
貸
し
出
す

な
ど
駆
除
に
努
め
た
結
果
、

ス
イ
カ
の
被
害
も
減
っ
て
お

り
、
今
後
も
わ
な
設
置
徹
底

の
呼
び
か
け
を
し
て
い
く
。

問　

今
議
員

　

畑
の
サ
ル
被
害
に
対
し
、

町
側
で
わ
な
を
設
置
し
て
く

れ
な
い
も
の
か
。

答　

一
戸
農
林
水
産
課
長

　

被
害
の
連
絡
が
あ
れ
ば
、

被
害
対
策
実
施
隊
と
共
に
わ

な
を
設
置
し
て
い
る
。

問　

長
谷
川
議
員

　

社
会
教
育
の
振
興
の
た
め

ど
ん
な
事
業
を
行
っ
た
の
か
。

答　

工
藤
教
育
課
長

　

新
規
事
業
で
は
鰺
ヶ
沢
の

昔
話
を
再
編
集
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ

製
作
、
子
ど
も
の
体
験
型
事

業
あ
じ
っ
こ
チ
ャ
レ
ン
ジ
教

室
な
ど
を
実
施
し
た
。

問　

長
谷
川
議
員

　

再
三
議
論
し
て
き
た
青
年

期
、
成
年
期
に
対
す
る
事
業

が
決
算
に
表
れ
て
い
な
い
が
、

28
年
度
に
取
り
組
む
考
え
は

な
い
の
か
。

答　

工
藤
教
育
課
長

　

９
月
補
正
予
算
に
計
上
し
、

パ
ソ
コ
ン
教
室
や
英
会
話
教

室
、
地
域
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー

研
修
会
の
開
催
を
予
定
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
各
種
講
座

の
実
施
に
よ
り
教
養
を
深
め
、

豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
様
々
な
年
代
、

職
業
種
と
の
交
流
に
よ
り
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に

役
立
て
て
い
く
。

　

来
年
度
、
よ
り
具
体
的
な

事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

問　

一
戸
議
員

　

人
口
減
少
と
都
市
部
流
入

に
よ
り
町
に
残
っ
た
田
や
山

の
相
続
手
続
き
が
年
々
難
し

く
な
る
。
不
能
欠
損
と
し
な

い
よ
う
対
策
を
講
じ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　

工
藤
税
務
町
民
課
長

　

相
続
に
つ
い
て
は
法
務
局

の
依
頼
で
、
来
年
度
か
ら
固

定
資
産
税
納
税
通
知
書
に
促

進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
す

る
予
定
で
あ
り
、
納
税
者
の

意
識
向
上
に
努
め
て
い
く
。

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
決

算
の
状
況
を
見
る
と
、
未
だ

多
額
の
起
債
残
高
を
有
し
て

い
る
も
の
の
、
財
政
調
整
基

金
の
残
高
も
標
準
財
政
規
模

か
ら
見
た
適
正
規
模
を
満
た

し
て
お
り
、
財
政
健
全
化
へ

の
道
筋
に
も
よ
う
や
く
光
明

を
見
い
だ
せ
る
状
況
に
な
っ

て
い
る
。（
関
連
記
事　

特

集
６
ペ
ー
ジ
）

　

歳
入
で
は
、
町
税
の
収
入

未
済
額
、
不
能
欠
損
額
と
も

に
増
加
し
て
い
る
。
納
税
義

務
を
果
た
す
町
民
の
公
平
を

期
す
る
上
か
ら
も
、
未
収
金

の
解
消
に
一
層
努
力
を
望
む

も
の
で
あ
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
附

金
）
は
、
返
礼
品
充
実
等
の

努
力
が
結
実
し
、
大
幅
に
増

加
し
て
い
る
。
今
後
と
も
有

効
手
段
を
講
じ
、
獲
得
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

各
特
別
会
計
で
は
、
国
保

税
・
介
護
保
険
料
の
収
入
未

済
額
が
多
額
で
あ
る
た
め
、

そ
の
縮
減
に
向
け
た
対
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
公
共
下
水
道
、
農

業
集
落
排
水
事
業
で
は
、
加

入
率
及
び
年
間
の
歳
入
と
町

債
残
高
を
比
較
し
た
場
合
、

将
来
の
経
営
に
不
安
を
抱
か

ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
な
っ

て
い
る
。
今
後
と
も
加
入
促

進
に
あ
た
っ
て
最
大
限
の
努

力
を
さ
れ
た
い
。

【
要
望
】
町
財
政
が
回
復
基

調
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
今
、

図
書
コ
ー
ナ
ー
の
み
営
業
し

て
い
る
日
本
海
拠
点
館
の
施

設
全
体
の
利
活
用
を
論
じ
る

時
宜
で
は
な
い
か
。

　

早
期
に
協
議
委
員
会
等
を

立
上
げ
、
具
体
的
な
検
討
を

望
む
も
の
で
あ
る
。

◆ ◆

タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
事
業
内
容
と
今
後

の
展
開
は

社
会
教
育
振
興
費
の
主

な
事
業
は

有
害
獣
対
策
の
成
果
と

捕
獲
数
の
確
認
方
法
は

固
定
資
産
税
の
不
能
欠
損
額

を
減
ら
す
対
策
は
な
い
の
か

決
算
審
査
報
告
を
す
る

　
　
　

増
田
代
表
監
査
委
員

決
算
審
査
意
見

�

～
財
政
健
全
化
へ
引
き
続
き
努
力
を
～
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Ｑ
（
質
問
）　

財
政
調
整
基

金
、
い
わ
ゆ
る
町
の
貯
金
も

だ
い
ぶ
増
え
た
と
聞
い
て
い

ま
す
が
。

Ａ
（
回
答
）　

そ
う
で
す
ね
。

財
政
調
整
基
金
と
減
債
基
金

を
合
わ
せ
て
標
準
財
政
規
模

の
５
パ
ー
セ
ン
ト
は
必
要
だ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
準
か
ら
す
れ
ば
、

当
町
は
、
２
億
２
５
０
０
万

円
は
必
要
に
な
り
ま
す
が
、

現
在
、
財
政
調
整
基
金
は
３

億
９
７
９
４
万
円
。
減
債
基

金
は
２
６
８
４
万
円
あ
り
ま

す
。

※
標
準
財
政
規
模
と
は

　

そ
の
地
方
公
共
団
体
の
標

準
的
な
状
態
で
、
通
常
収
入

が
見
込
ま
れ
る
一
般
財
源
の

規
模
を
示
す
指
標

　

鰺
ヶ
沢
町
の
標
準
財
政
規

模
は
約
45
　

億
円
（
平
成
27
　

年

度
）

※
財
政
調
整
基
金
と
は

　

自
治
体
が
財
源
に
余
裕
が

あ
る
年
に
積
み
立
て
、
不
足

す
る
年
に
取
り
崩
す
こ
と
で

財
源
を
調
整
し
、
計
画
的
な

財
政
運
営
を
行
う
た
め
の
貯

金※
減
債
基
金
と
は

　

地
方
債
（
借
金
）
の
返
済

を
計
画
的
に
行
う
た
め
の
資

金Ｑ　

当
町
の
一
般
会
計
の
決

算
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
平

成
24
年
度
ま
で
赤
字
決
算
に

陥
り
、
財
政
は
危
機
的
状
況

で
し
た
が
、
貯
金
も
増
え
て

危
機
的
状
況
は
脱
し
た
と
考

え
て
い
い
の
で
す
か
。

Ａ　

27
年
度
の
当
町
の
健
全

化
比
率
は
、
実
質
公
債
費
比

率
が
16
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
、

将
来
負
担
比
率
が
１
９
６
・

５
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
よ
う
や
く
最
低
ラ

イ
ン
を
確
保
し
た
と
い
う
状

況
に
あ
る
と
理
解
し
て
く
だ

さ
い
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
、
最

低
ラ
イ
ン
の
基
準
が
18
パ
ー

セ
ン
ト
で
、
こ
の
率
を
上
回

る
と
新
し
い
借
金
を
す
る
と

き
に
制
限
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
18
パ
ー
セ
ン
ト
を
切
る

こ
と
を
目
標
と
し
、
計
画
的

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
27
年
度
決
算
で

は
、
実
質
公
債
費
比
率
が
県

内
ワ
ー
ス
ト
４
位
。
将
来
負

担
比
率
は
、
県
内
ワ
ー
ス
ト

２
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

※
実
質
公
債
費
比
率
と
は

　

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

公
債
費
（
借
金
）
等
の
支
出

の
割
合

※
将
来
負
担
比
率
と
は

　

標
準
財
政
規
模
に
対
し
将

来
に
負
担
す
べ
き
実
質
的
な

負
債
の
比
率

Ｑ　

今
後
、
鰺
ヶ
沢
町
の
財

政
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で

推
移
し
て
い
く
と
考
え
て
い

ま
す
か
。

Ａ　

当
町
の
財
政
基
盤
は
、

住
民
税
・
固
定
資
産
税
等
の

自
主
財
源
に
乏
し
く
、
歳
入

の
多
く
を
地
方
交
付
税
な
ど

に
依
存
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
国
勢
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
当
町
の
人
口

も
減
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
地

方
交
付
税
の
変
動
も
考
え
ら

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
新
消
防
庁
舎
移
転

の
建
設
費
５
億
５
０
０
０
万

円
の
起
債
の
償
還
を
し
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
し
、
今
後

２
～
３
年
の
間
に
行
わ
れ
る

防
災
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ

い
て
も
相
当
な
予
算
が
か
か

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
老
朽
化
し
た
役
場
庁

舎
の
建
て
替
え
、
移
転
も
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
緊
縮
財
政

を
継
続
し
、
事
業
の
実
施
と

町
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
還
元
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
財
政

運
用
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
の
各
会
計
決

算
が
９
月
議
会
に
お
い
て
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
増
田
監
査

委
員
の
決
算
審
査
意
見
書
で

は
、
27
年
度
町
一
般
会
計
の

総
括
的
意
見
と
し
て
「
財
政

健
全
化
へ
の
道
筋
に
も
よ
う

や
く
光
明
を
見
い
だ
せ
る
状

況
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う

表
現
を
使
っ
て
い
ま
す
が
、

光
明
を
見
い
だ
せ
る
状
況
と

は
、
具
体
的
に
は
ど
う
い
う

こ
と
な
の
か
。
実
際
の
鰺
ヶ

沢
町
の
財
政
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
ら

の
こ
と
つ
い
て
議
会
広
報
委

員
３
名
が
町
財
政
担
当
者
に

話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
の

内
容
を
、
み
な
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
質
問
者
は
、
議
会

広
報
委
員
の
東
條
議
員
（
委

員
長
）
、
今
議
員
、
菊
谷
議

員
の
３
名
。
回
答
者
は
、
政

策
推
進
課
千
島
財
政
班
長
で

す
。

ま
ち
の
財
政
状
況�

ほ
ん
と
う
は
ど
う
な
の

？特
集
財
政
担
当
者
に
聞
き
ま
し
た

よ
う
や
く
最
低
ラ
イ
ン
を
確
保 ？財政状況について聞く広報委員

消防署建設現場（10月21日時点）

老朽化した町役場
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未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
考
え
る

県
立
高
校
再
編
学
習
会
〈９月27日〉

　

講
師
に
県
教
育
庁
高
等
学

校
教
育
改
革
推
進
室
、
山
本

総
括
主
幹
を
迎
え
、
次
の
よ

う
な
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

昨
年
の
中
学
校
卒
業
生
予

定
数
は
人
口
減
少
率
が
高
い

秋
田
県
よ
り
も
少
な
く
、
今

後
10
年
間
で
３
１
０
０
人
減

少
し
、
15
年
後
に
は
８
４
１

６
人
に
な
る
推
計
で
あ
る
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
と
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
情
報
通
信
技

術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
の
伸
展
な
ど

社
会
の
急
速
な
変
化
の
中
、

県
内
の
子
ど
も
た
ち
が
夢
や

志
の
実
現
に
向
け
て
成
長
で

き
る
よ
う
教
育
環
境
を
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
当

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　

方
針
と
し
て
は
、
基
本
と

な
る
学
校
標
準
規
模
は
１
学

年
４
学
級
以
上
。

　

大
学
進
学
等
に
対
応
し
中

核
的
役
割
を
担
う
「
重
点

校
」、
農
業
科
・
工
業
科
・

商
業
科
の
職
業
教
育
を
主
と

す
る
専
門
学
科
の
「
拠
点

校
」、
募
集
停
止
等
に
よ
り

通
学
困
難
な
地
域
が
生
じ
な

い
よ
う
配
慮
す
る
「
地
域

校
」
を
配
置
。

　

各
校
が
連
携
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
教
育
活
動
な
ど

を
行
い
、
県
全
体
で
高
校
教

育
の
質
の
確
保
、
向
上
を
図

る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
西
北
地
区
は
も
と

も
と
小
規
模
校
が
多
く
、
生

徒
数
の
減
少
幅
も
大
き
い
の

が
現
状
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

参
加
し
た
議
員
か
ら
は
、

「
重
点
校
と
他
校
に
学
力
格

差
が
出
る
の
で
は
」「
地
域

に
高
校
は
必
要
で
あ
る
」

「
連
携
し
て
も
現
実
、
小
規

模
校
か
ら
希
望
大
学
へ
の
進

学
は
難
し
い
の
で
は
」「
小
、

中
学
校
と
早
い
段
階
か
ら
の

学
力
向
上
が
必
要
で
は
な
い

か
」
な
ど
の
質
問
や
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

県
教
委
で
は
、
各
地
区
で

実
施
し
て
い
る
意
見
交
換
会

で
出
さ
れ
た
意
見
等
を
反
映

し
、
来
年
度
、
地
区
ご
と
の

具
体
的
な
学
校
規
模
・
配
置

等
の
実
施
計
画
を
示
す
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
教
育
委
員
会
（
以

下
、
県
教
委
）
は
、
平
成

30
年
度
以
降
の
県
立
高
等

学
校
の
在
り
方
を
検
討
す

る
た
め
、
平
成
28
年
８
月

青
森
県
立
高
等
学
校
教
育

改
革
推
進
計
画
（
お
お
む

ね
10
年
間
）
の
基
本
方
針

を
公
表
。

　
町
議
会
で
は
、
地
域
に

あ
る
高
校
の
今
後
に
つ
い

て
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
教
育
環
境
、

制
度
等
に
つ
い
て
知
識
を

深
め
る
た
め
本
学
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

は
人
脈
づ
く
り
、
各
方
面
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
こ

と
、
議
会
の
議
事
決
定
に
お

い
て
は
議
員
間
で
合
意
形
成

を
図
る
こ
と
の
重
要
性
。
ま

た
、
決
算
の
見
方
、
審
査
の

着
眼
点
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　

次
に
、
講
師
の
新
潟
県
立

大
学
国
際
地
域
学
部
国
際
地

域
学
科
准
教
授
田
口
一
博
氏

が
、「
議
会

の
使
命
に
応

え
る
た
め
に

～
発
言
の
仕

方
、
効
果
的

な
一
般
質
問

～
」
と
題
し

講
演
を
行
い

ま
し
た
。

　

一
般
質
問

を
す
る
際
の

準
備
や
質
問

の
仕
方
、
議

会
終
了
後
の
対
応
な
ど
に
つ

い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
議
員
活
動
で

　

８
月
23
日
、
県
町
村
議
会

議
長
会
主
催
に
よ
る
新
人
議

員
研
修
会
が
青
森
市
で
行
わ

れ
、
菊
谷
忠
光
議
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
会
長
の
澤
口
田

子
町
議
会
議
長
が
「
地
域
住

民
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、

自
ら
の
手
で
議
会
改
革
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ

を
し
ま
し
た
。

＜議員活動の基本を学ぶ＞

新人議員研修会に参加

　10月23日、東京浅草ビューホテルにお
いて、平成28年度東京鰺ヶ沢会総会・交
流会が開催されました。
　交流会では一戸千代久議長が同会の発
展を祈念し、乾杯の発声を行いました。
　また、一戸議長は各テーブルで同郷の
方々とふるさとや町議会の近況を話し、
参加者と交流を深めました。

東京鰺ヶ沢会　　
総会・交流会に出席

基
本
方
針
の
説
明
を
熱
心
に

聴
く
議
員

研修会に参加した菊谷議員
乾杯の発声をする一戸千代久議長
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Ｓ
Ｂ
Ｐ
事
業
で
若
者
の
育
成
を

 

答
〈
鰺
ヶ
沢
高
校
の
意
向
も
踏
ま
え
適
切
に
対
応
〉

問
・
現
在
、
鰺
ヶ
沢
町
役
場

敷
地
内
を
全
面
的
に
禁
煙
と

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
効
果

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁
・
加
藤
健
康
ほ
け
ん
課

長
　

た
ば
こ
に
よ
る
健
康
被
害

及
び
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る

措
置
と
し
て
、
平
成
26
年
７

月
１
日
、
あ
じ
が
さ
わ
健
康

宣
言
を
機
に
役
場
敷
地
内
を

全
面
禁
煙
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
職
員
及

び
来
訪
者
は
、
た
ば
こ
の
煙

の
害
か
ら
守
ら
れ
て
お
り
、

効
果
が
あ
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
・
新
た
に
喫
煙
場
所
を
設

け
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
弁
・
加
藤
健
康
ほ
け
ん
課

長
　

た
ば
こ
に
よ
る
健
康
被
害

を
防
止
し
、
健
康
寿
命
を
延

ば
す
方
策
と
し
て
敷
地
内
の

全
面
禁
煙
の
方
策
は
重
要
で

あ
り
ま
す
の
で
、
全
面
禁
煙

を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

意
見
・
今
回
は
、
一
般
町
民

の
方
か
ら
一
部
だ
け
で
も
喫

煙
場
所
を
設
け
て
は
ど
う
か

と
い
う
声
が
あ
り
、
質
問
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

役
場
の
脇
で
吸
っ
て
い
る

人
も
あ
り
、
見
栄
え
も
悪
い

し
、
町
民
の
方
か
ら
不
便
で

は
な
い
か
と
い
う
声
も
あ
り

ま
す
の
で
、
も
し
も
新
庁
舎

が
建
設
さ
れ
る
と
き
は
、
喫

煙
場
所
の
設
置
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

喫
煙
場
所
を
設
け
る

考
え
は
あ
る
か

問
・
Ｓ
Ｂ
Ｐ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　

今
年
か
ら
鰺
ヶ
沢
、
深
浦
、

中
泊
に
あ
る
高
校
の
生
徒
た

ち
が
合
同
で
行
っ
て
い
る
Ｓ

Ｂ
Ｐ
事
業
で
す
が
、
は
じ
め

に
そ
の
概
要
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

答
弁
・
斉
藤
観
光
商
工
課
長

　

Ｓ
Ｂ
Ｐ
事
業
と
は
、
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
こ
と
で
、
地
域
の
良
さ

を
知
り
、
地
域
を
愛
し
、
地

域
を
自
慢
で
き
る
よ
う
な
人

材
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
事
業
は
、
具
体
的

に
は
、
高
校
生
の
目
線
に
よ

る
新
た
な
地
域
資
源
の
発
掘

や
現
在
あ
る
商
品
の
磨
き
上

げ
を
行
い
、
地
域
住
民
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
高
校
生
自

ら
が
商
品
を
考
え
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
を
工
夫
し
、
地
域
素

材
を
生
か
し
た
商
品
を
販
売

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

問
・
予
算
の
内
容
は
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
弁
・
斉
藤
観
光
商
工
課
長

　

平
成
28
年
度
の
予
算
は
、

青
森
県
未
来
を
変
え
る
元
気

事
業
費
補
助
金
と
い
う
県
の

補
助
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

県
の
補
助
金
が
93
万
円
、

町
単
独
の
予
算
57
万
円
で
、

総
事
業
費
１
５
０
万
円
を
充

て
て
い
ま
す
。

問
・
当
事
業
は
、
２
年
間
、

県
か
ら
予
算
を
補
助
し
て
い

た
だ
い
て
行
っ
て
い
る
事
業

だ
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
こ

の
２
年
間
が
経
過
し
た
後
、

町
で
は
ど
の
よ
う
な
対
応
を

し
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

答
弁
・
斉
藤
観
光
商
工
課
長

　

Ｓ
Ｂ
Ｐ
事
業
を
き
っ
か
け

に
、
高
校
生
が
地
域
を
よ
く

知
り
、
愛
し
、
誇
り
を
持
っ

て
、
将
来
は
地
元
で
起
業
す

る
こ
と
も
期
待
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

今
年
度
の
活
動
状
況
や
成
果

を
検
証
し
、
鰺
ヶ
沢
高
校
の

意
向
も
踏
ま
え
、
今
後
と
も

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

鰺
ヶ
沢
単
独
に
な
る
か
等

に
つ
い
て
も
、
今
年
の
実
績

を
踏
ま
え
検
証
し
、
適
切
な

判
断
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

意
見
・
若
い
者
は
や
は
り
ひ

ら
め
き
が
す
ば
ら
し
い
。
発

想
も
大
胆
。
経
験
が
な
い
だ

け
で
す
。

　

み
ん
な
老
い
て
い
く
中
、

ど
う
し
て
も
今
の
若
い
人
に

鰺
ヶ
沢
の
未
来
を
託
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

で
す
か
ら
、
鰺
ヶ
沢
高
校

存
続
の
危
機
も
踏
ま
え
、
今

こ
そ
米
百
俵
の
精
神
で
若
者

を
育
て
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

併
せ
て
、
こ
ん
な
に
す
ば

ら
し
い
事
業
を
し
て
い
る
の

に
世
間
で
は
ま
だ
ま
だ
知
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

　

も
っ
と
町
民
全
体
で
応
援

で
き
る
よ
う
に
働
き
か
け
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
も

協
力
し
ま
す
。

Ｓ
Ｂ
Ｐ
事
業
に
対
す

る
今
後
の
対
応
は

　セレクトギフトの商品選定で意見を交わす鰺ヶ沢高校ＳＢＰ研究会

菊谷　忠光議員
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独
り
暮
ら
し
の
男
性
に
対
す
る
支
援
は

 

答
〈
見
守
り
の
対
応
と
各
種
保
健
事
業
を
実
施
〉

問
・
鰺
ヶ
沢
町
に
独
り
暮
ら

し
の
男
性
は
、
何
人
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

答
弁
・
齋
藤
福
祉
衛
生
課
長

　

65
歳
以
上
の
方
は
、
約
１

０
０
０
人
近
く
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
施
設
に
入
っ
て
い

る
方
、
世
帯
分
離
し
て
も
実

際
は
家
族
と
住
ま
わ
れ
て
い

る
方
を
除
く
と
、
独
り
暮
ら

し
は
約
６
４
０
人
い
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
男
性
が
約
１
７

０
名
で
、
約
27
．
６
パ
ー
セ

ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
・
独
り
暮
ら
し
の
男
性
で

一
番
困
る
の
は
ど
ん
な
こ
と

か
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

行
政
の
立
場
か
ら
ご
答
弁

く
だ
さ
い
。

独
り
暮
ら
し
の
男
性

の
人
数
は

答
弁
・
齋
藤
福
祉
衛
生
課
長

　

独
り
暮
ら
し
の
方
そ
れ
ぞ

れ
い
ろ
い
ろ
困
っ
て
い
る
こ

と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

町
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の

調
査
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
何
に
困
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
か
は
把
握
し
て
い

な
い
状
況
で
す
。

問
・
独
り
暮
ら
し
の
男
性
の

食
事
や
一
般
健
康
問
題
に
対

し
て
、
行
政
で
は
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
い
ま
す
か
。

答
弁
・
齋
藤
福
祉
衛
生
課
長

　

町
で
は
、
独
り
暮
ら
し
の

方
々
を
対
象
に
見
守
り
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

町
に
は
民
生
児
童
委
員
、

主
任
児
童
委
員
合
わ
せ
て
54

名
い
ま
す
が
、
そ
の
方
々
を

通
じ
て
見
守
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
委
託
事
業
と

し
て
社
会
福
祉
協
議
会
の
ほ

の
ぼ
の
協
力
員
に
も
見
守
り

を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

何
か
あ
っ
た
場
合
に
は
連
絡

が
来
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

健
康
面
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
健
康
ほ
け
ん
課
の
所
管

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

答
弁
・
加
藤
健
康
ほ
け
ん
課

長
　

町
で
は
、
独
り
暮
ら
し
の

男
性
に
限
ら
ず
、
町
民
を
対

象
と
し
た
保
健
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

保
健
師
、
栄
養
士
が
地
区

に
出
向
き
、
健
康
相
談
や
個

別
指
導
、
ま
た
、
老
人
ク
ラ

ブ
や
町
内
会
、
各
種
団
体
の

総
会
な
ど
で
食
事
や
健
康
に

関
す
る
健
康
教
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

人
数
は
、
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
こ
の
方
々
の
中
に

は
独
り
暮
ら
し
の
男
性
も
い

ま
す
し
、
特
定
検
診
の
受
診

者
に
対
し
て
の
保
健
指
導
で

は
、
男
性
の
方
の
相
談
、
指

導
件
数
が
多
い
結
果
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
男
性
の
健
康
意
識

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
県

民
局
や
保
健
所
と
連
携
協
力

し
、
各
事
業
所
を
回
り
健
康

診
査
、
が
ん
検
診
の
受
診
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
介

護
予
防
事
業
の
な
か
で
生
き

が
い
や

社
会
参

加
の
機

会
づ
く

り
、
運

動
教
室

の
ほ
か
、

認
知
や

運
動
機

能
の
チ

ェ
ッ
ク

な
ど
を

行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、

介
護
認

定
を
受

け
た
方

に
は
、

買
い
物
や
調
理
な
ど
の
支
援

も
行
っ
て
い
ま
す
。

意
見
・
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん

高
齢
社
会
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
は
非
常
に
大
き
な

問
題
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、

具
体
的
に
こ
の
こ
と
を
把
握

し
、
そ
し
て
、
町
行
政
で
は

栄
養
士
、
保
健
師
、
た
く
さ

ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
、
そ

の
方
々
に
、
さ
ら
に
が
ん

ば
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

独
り
暮
ら
し
の
男
性

の
困
る
こ
と
は

健
康
面
に
対
す
る
行

政
の
対
応
は

総会に出席する各地区の民生委員児童委員

栄養士による健康出前講座

鶴田　悦子議員
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
入
札
結
果
は

 

答
〈
町
内
の
２
事
業
者
が
落
札
〉

問
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

入
札
結
果
に
つ
い
て
質
問
し

ま
す
。

　

入
札
は
、
中
型
バ
ス
の
２

ブ
ロ
ッ
ク
と
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク

シ
ー
の
部
分
の
３
本
で
行
わ

れ
た
そ
う
で
す
が
、
落
札
し

た
会
社
と
額
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

答
弁
・
小
笠
原
政
策
推
進
課

長
　

ご
指
摘
の
と
お
り
入
札
は
、

町
内
を
中
型
輸
送
で
走
る
Ａ

ブ
ロ
ッ
ク
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
の

２
本
と
定
員
10
人
以
下
の
小

型
輸
送
１
本
の
３
本
で
行
い

ま
し
た
。

　

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
、
Ｂ
ブ
ロ
ッ

ク
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
町
内
の

２
事
業
者
、
マ
ル
イ
チ
工
業

株
式
会
社
、
西
海
観
光
株
式

会
社
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

小
型
輸
送
は
、
西
海
観
光

株
式
会
社
１
社
の
参
加
で
す
。

　

入
札
結
果
は
、
３
年
分
の

運
行
委
託
料
、
そ
し
て
税
込

み
で
あ
り
ま
す
が
、
中
型
輸

送
の
Ａ
は
、
７
路
線
28
便
で
、

落
札
業
者
は
マ
ル
イ
チ
工
業

株
式
会
社
。
落
札
額
は
、
２

億
８
３
８
万
５
４
６
０
円
。

　

中
型
輸
送
の
Ｂ
は
、
６
路

線
27
便
で
、
落
札
事
業
者
は

西
海
観
光
株
式
会
社
。
落
札

額
は
１
億
８
６
８
７
万
２
５

０
８
円
で
す
。

　

小
型
輸
送
は
、
２
路
線
２

便
で
、
西
海
観
光
株
式
会
社

の
落
札
。
金
額
は
１
４
１
２

万
６
４
０
０
円
で
す
。

　

契
約
期
間
は
、
い
ず
れ
も

本
年
６
月
10
日
か
ら
平
成
32

年
の
３
月
31
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

入
札
の
落
札
業
者
と

落
札
額
は

問
・
目
的
外
使
用
分
に
つ
い

て
、
学
校
な
ど
の
要
望
は
十

分
聞
い
た
の
か
、
ま
た
、
目

的
外
使
用
の
額
は
ど
の
く
ら

い
に
な
っ
た
の
か
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

答
弁
・
小
笠
原
政
策
推
進
課

長
　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
目
的
外

使
用
は
、
休
日
に
お
け
る
学

校
の
部
活
動
と
か
各
種
大
会

等
へ
の
送
迎
と
か
、
社
会
科

見
学
な
ど
の
校
外
活
動
等
、

本
来
の
通
学
を
目
的
と
し
な

い
バ
ス
の
利
用
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
学
校
等
の
事
情

に
よ
り
運
行
さ
れ
る
貸
し

切
り
バ
ス
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
乗
り
合
い
バ
ス
で
あ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

と
は
、
別
の
も
の
で
あ
り
ま

す
の
で
、
今
回
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
委
託
に
は
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
目
的
外
分

と
い
う
も
の
は
、
含
ま
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
関
わ

ら
ず
、
来
年
度
以
降
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
走
る
と

し
て
も
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

予
算
を
確
保
し
、
目
的
外
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
来
の
通
学
に
当
た
る
運

行
時
間
の
設
定
な
ど
に
つ
い

て
は
、
学
校
の
要
望
を
聞
き
、

協
議
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

問
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
目
的
外

使
用
の
具
体
的
な
予
算
額
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

答
弁
・
小
笠
原
政
策
推
進
課

長
　

27
年
度
の
実
績
は
１
４
７

０
万
９
３
９
３
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

28
年
度
の
予
算
額
は
、
１

６
０
０
万
円
で
す
。

問
・
生
徒
だ
け
で
は
な
く
一

般
人
と
の
乗
り
合
い
に
な
る

こ
と
で
、
停
留
所
も
新
た
に

設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

な
ど
、
担
当
課
の
職
員
は
い

ろ
い
ろ
仕
事
量
も
増
え
て
大

変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
民

が
こ
の
事
業
に
対
す
る
期
待

と
い
う
の
は
か
な
り
の
も
の

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
先
般
ス
ク
ー
ル
バ

ス
に
よ
る
事
故
も
発
生
し
て

い
ま
す
が
、
今
以
上
に
安
全

対
策
に
は
、
十
分
気
を
つ
け

て
指
導
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
担
当

課
の
考
え
方
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

答
弁
・
佐
藤
副
町
長

　

９
月
６
日
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
事
故
に
よ
り
住
民
が
１

人
亡
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
総
括
的
な
立
場
で
私
か

ら
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

事
故
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
警
察
で
調
査
中
で
す

が
、
教
育
委
員
会
か
ら
事
業

者
は
も
ち
ろ
ん
学
校
長
等
に

も
通
学
の
安
全
等
の
要
請
を

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
警
察
署
や
交
通
安

全
対
策
協
議
会
、
道
路
の
事

業
所
で
あ
る
鰺
ヶ
沢
道
路
河

川
事
業
所
を
交
え
て
道
路
診

断
等
を
実
施
し
、
い
ろ
い
ろ

な
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

そ
れ
ら
の
対
応
に
努
め
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

学
校
な
ど
の
要
望
に

配
慮
し
た
の
か

　　下校時、各路線へ出発するスクールバス

齋藤　孝夫議員
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地
域
商
社
構
築
事
業
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を

 

答
〈
構
築
に
向
け
て
庁
内
に
検
討
す
る
場
を
設
置
〉

問
・
国
が
推
し
進
め
る
地
方

創
生
に
関
し
て
、
各
地
方
自

治
体
が
こ
ぞ
っ
て
い
ろ
い
ろ

な
計
画
を
作
成
し
、
進
め
て

い
ま
す
が
、
当
町
に
お
け
る

地
方
創
生
関
連
事
業
の
進
捗

状
況
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。

答
弁
・
田
附
地
方
創
生
推
進

室
長

　

昨
年
度
策
定
し
た
※
鰺
ヶ

沢
町
総
合
戦
略
に
は
、
雇
用

の
創
出
、
移
住
、
定
住
の
促

進
、
子
育
て
支
援
、
町
民
の

元
気
推
進
の
４
つ
の
政
策
分

野
が
あ
り
ま
す
。

　

政
策
分
野
ご
と
に
合
わ
せ

て
40
事
業
ほ
ど
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
す
で
に
実
施

し
て
い
る
事
業
で
は
、
※
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
と
し
て
の

外
国
人
旅
行
者
受
け
入
れ
態

勢
構
築
事
業
が
あ
り
ま
す
。

地
方
創
生
関
連
事
業

の
進
捗
状
況
は

　

こ
の
事
業
に
お
い
て
は
、

町
の
ふ
る
さ
と
大
使
で
あ
る

舞
の
海
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
鍋
料
理
や

山
菜
等
を
活
用
し
た
薬
膳
料

理
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
は
、

自
生
す
る
植
物
の
栽
培
方
法

を
確
立
し
、
農
業
者
の
所
得

向
上
と
雇
用
の
確
保
に
つ
な

げ
る
た
め
の
事
業
と
し
て
、

山
菜
の
ワ
ラ
ビ
や
自
生
す
る

生
薬
の
セ
ン
ブ
リ
、
ハ
マ
ボ

ウ
フ
ウ
な
ど
の
試
験
栽
培
を

行
っ
て
い
ま
す
。

※
創
生
総
合
戦
略
と
は

　

国
で
は
、
平
成
26
　

年
、
加

速
度
的
に
進
む
人
口
減
少
対

策
と
し
て
東
京
圏
の
人
口
一

極
集
中
の
是
正
、
地
域
に
お

け
る
就
業
機
会
の
創
出
な
ど

に
対
応
す
る
た
め
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
を

施
行
。
同
法
に
よ
り
地
方
公

共
団
体
に
創
生
総
合
戦
略
の

策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
鰺
ヶ
沢
町
で
は
、
平
成

27
　

年
12
　

月
に
策
定
。

※
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
は

　

入
っ
て
く
る
、
到
着
す
る

と
い
う
意
味
の
形
容
詞
。
観

光
用
語
と
し
て
「
訪
日
外
国

人
旅
行
」
の
こ
と
。

問
・
地
方
創
生
関
連
事
業
の

な
か
で
も
地
域
商
社
構
築
事

業
は
、
１
次
産
業
従
事
者
の

多
い
当
町
に
お
い
て
は
、
所

得
向
上
の
観
点
か
ら
も
住
民

に
と
っ
て
期
待
の
お
け
る
事

業
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
、
町

で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
、
お
答
え
く
だ
さ
い
。

答
弁
・
田
附
地
方
創
生
推
進

室
長

　

地
域
商
社
構
築
事
業
は
、

し
ご
と
創
生
を
進
め
る
上
で
、

国
で
も
積
極
的
に
活
用
を
求

め
て
い
る
事
業
の
一
つ
で
す
。

低
迷
が
続
く
町
の
産
業
に
活

力
を
与
え
、
元
気
を
取
り
戻

す
た
め
に
も
、
新
た
な
販
路

を
開
拓
し
、
販
売
し
て
い
く

組
織
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
徹
底
し
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、

経
営
形
態
や
運
営
方
法
、
ま

た
事
業
規
模
な
ど
、
地
域
の

実
情
に
合
っ
た
も
の
を
慎
重

に
議
論
す
る
た
め
、
庁
内
に

検
討
す
る
場
を
設
け
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
構
想
中
の
地
域
商

社
は
、
町
の
物
産
、
観
光
、

文
化
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
地
域

資
源
に
付
加
価
値
を
付
け
、

全
体
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し

て
い
く
も
の
と
想
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
所
得
向
上
や
雇

用
促
進
な
ど
、
地
域
経
済
に

大
き
な
効
果
が
あ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
・
基
幹
産
業
で
あ
る
１
次

産
業
の
所
得
向
上
は
、
当
町

に
お
け
る
課
題
の
一
番
先
に

来
な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
て
こ
れ
ら
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
だ
と

い
う
姿
勢
を
住
民
に
伝
え
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え

は
い
か
が
で
す
か
。

答
弁
・
東
條
町
長

　

地
域
経
済
を
活
発
に
す
る

に
は
、
雇
用
や
定
住
の
促
進

を
図
る
事
業
が
必
要
だ
と
十

分
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
実
現
に
向
け
て
、
地

方
創
生
へ
の
取
り
組
み
を
こ

れ
か
ら
も
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
・
若
い
世
代
の
交
流
人
口

の
増
加
の
観
点
か
ら
考
え
る

と
、
合
宿
誘
致
事
業
は
か
な

り
の
効
果
が
期
待
で
き
る
も

の
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
の

見
通
し
を
お
答
え
願
い
ま
す
。

答
弁
・
田
附
地
方
創
生
推
進

室
長

　

合
宿
誘
致
を
す
る
こ
と
に

よ
り
既
存
の
施
設
の
活
用
、

町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
、
ス

ポ
ー
ツ
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、

大
学
生
な
ど
に
よ
る
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
と
い
っ
た
ス

ポ
ー
ツ
、
文
化
両
面
で
の
交

流
人
口
の
増
加
が
期
待
さ
れ

る
ほ
か
、
地
元
住
民
が
交
流

す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の

誇
り
や
愛
着
を
醸
成
す
る
契

機
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。

　

今
後
、
合
宿
誘
致
を
進
め

る
に
当
た
っ
て
は
、
必
ず
し

も
立
派
な
宿
泊
施
設
や
ス

ポ
ー
ツ
施
設
が
初
め
か
ら
必

要
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

こ
の
地
域
で
利
用
で
き
る
も

の
が
何
か
を
考
え
、
そ
し
て
、

既
存
の
施
設
を
有
効
に
活
用

し
、
受
け
入
れ
態
勢
を
整
え

な
が
ら
担
当
課
と
も
協
議
し

て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

合
宿
誘
致
事
業
の
今

後
の
見
通
し
は

地
域
商
社
構
築
に
つ

い
て
の
町
の
考
え
は

≪ 

用
語
解
説 

≫

長谷川統一議員

昨
年
12
月
に
策
定
さ
れ
た

　
　
　

鰺
ヶ
沢
町
総
合
戦
略
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Ｒｅｐｏｒｔｅｐｏｒｔ

議員行政視察議員行政視察

◆
七
里
長
浜
港
の
可
能
性
は

◆
議
会
改
革
先
進
地
の
取
り
組
み
は

　

町
議
会
で
は
、
七
里
長
浜
港
の
将
来
の
可
能
性
を

探
る
こ
と
、
ま
た
、
議
会
改
革
先
進
地
で
の
意
見
交

換
を
行
う
こ
と
を
主
目
的
に
10
月
５
日
、
６
日
、
八

戸
市
及
び
六
戸
町
に
お
い
て
議
員
行
政
視
察
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
視
察
内
容
を
菊
谷
忠
光
議
員
が
リ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
一
行
の
最
初
の

視
察
地
は
、
八
戸
港
に
隣
接

す
る
東
北
グ
レ
ー
ン
タ
ー
ミ

ナ
ル
（
株
）
で
あ
る
。

　

北
海
道
、
青
森
・
岩
手
・

秋
田
の
北
東
北
一
帯
に
家
畜

の
飼
料
を
供
給
し
て
い
る
同

社
の
株
主
は
、
あ
の
自
動
車

産
業
で
有
名
な
ト
ヨ
タ
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
会
社
の
概
要
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
同

社
の
自
社
埠
頭
に
停
泊
中
の

パ
ナ
マ
船
籍
タ
ン
カ
ー
を
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

こ
の
タ
ン
カ
ー
は
、
全
長

２
５
０
メ
ー
ト
ル
。
北
米
か

ら
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
６
万
ト
ン

を
積
み
こ
ん
で
き
た
。

　

同
社
で
は
、
こ
の
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
を
荷
役
設
備
、
搬
入

コ
ン
ベ
ア
を
使
い
、
１
週
間

か
け
て
タ
ン
カ
ー
か
ら
直
接

自
社
サ
イ
ロ
に
運
び
込
む
と

い
う
。

　

東
北
グ
レ
ー
ン
タ
ー
ミ
ナ

ル
は
、
年
間
約
１
４
０
万
ト

ン
の
飼
料
（
お
も
に
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
マ
イ
ロ
、
大
豆
粕

な
ど
）
を
南
米
、
北
米
、
そ

の
他
各
国
か
ら
大
型
船
で
海

上
輸
送
し
、
自
社
タ
ー
ミ
ナ

ル
に
設
置
さ
れ
た
機
械
で
荷

受
け
。
さ
ら
に
連
携
飼
料
会

社
７
社
を
通
し
て
畜
産
生
産

者
へ
と
物
流
し
て
い
る
が
、

七
里
長
浜
港
と
比
べ
て
規
模

の
違
い
が
あ
ま
り
に
も
大
き

い
。

　

埠
頭
に
あ
っ
て
は
企
業
が

設
立
し
、
経
営
稼
働
す
る
た

め
に
建
設
さ
れ
た
経
緯
が
あ

り
、
大
型
船
が
接
岸
で
き
ず

更
地
に
近
い
七
里
長
浜
港
と

は
全
く
違
う
。

　

施
設
見
学
後
は
、
同
社
、

佐
藤
代
表
取
締
役
と
意
見
交

換
を
行
っ
た
。

　

そ
の
な
か
で
佐
藤
代
表
取

締
役
は
、
七
里
長
浜
港
は
、

位
置
的
に
飼
料
米
の
生
産
等

津
軽
地
域
の
農
業
振
興
に
寄

与
し
、
北
東
北
の
畜
産
業
を

担
う
港
湾
に
な
り
得
る
と
し

な
が
ら
も
次
の
よ
う
な
苦
言

も
呈
し
た
。

「
規
模
に
見
合
っ
た
こ
と
を

さ
が
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

た
だ
し
、
荷
役
設
備
等
の
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
は
必
要
で

七
里
長
浜
港
を

ど
う
活
用
す
れ

ば
よ
い
の
か

東
北
グ
レ
ー
ン

�
タ
ー
ミ
ナ
ル

平成28年
議会行政視察日程

≪10月５日（水）≫

・東北グレーンターミナル

・八戸鉱山

≪10月６日（木）≫

・八戸ポータルミュージアム
� はっち

・六戸町議会

トウモロコシ積載の外航船に乗り込む（大きなあ、足元怖い、高いなあ）

佐藤代表取締役（左端）の説明に耳を傾ける議員
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」

　

佐
藤
代
表
取
締
役
は
、
昨

年
、
金
融
機
関
が
主
催
し
、

五
所
川
原
市
で
行
っ
た
会
議

（
飼
料
米
生
産
者
、
県
、
市

町
村
職
員
が
参
加
）
に
お
い

て
七
里
長
浜
港
サ
イ
ロ
構
想

を
提
案
し
た
。

　

こ
れ
は
、
七
里
長
浜
港
に

サ
イ
ロ
を
建
設
し
、
同
港
を

津
軽
地
方
で
生
産
さ
れ
た
飼

料
米
備
蓄
及
び
海
上
輸
送
の

拠
点
に
す
る
構
想
で
あ
る
が
、

さ
て
、
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ

う
か
。

　

沢
山
の
農
作
物
が
作
ら
れ

て
い
る
津
軽
平
野
の
流
通
拠

点
に
な
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

七
里
長
浜
港
の
物
流
貨
物

は
、
主
に
石
灰
石
（
移
入
）、

砂
（
移
出
）
等
の
建
設
骨
材

で
あ
る
。

　

石
灰
石
は
、
北
海
道
上
磯

産
、
本
県
、
尻
屋
産
と
八
戸

鉱
山
産
の
も
の
が
主
だ
が
、

そ
の
う
ち
約
30
パ
ー
セ
ン
ト

が
八
戸
鉱
山
か
ら
移
入
さ
れ

て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
七
里
長
浜
港
に

移
入
さ
れ
て
い
る
石
灰
石
の

採
掘
現
場
と
そ
の
状
況
を
改

め
て
学
習
し
よ
う
と
、
八
戸

キ
ャ
ニ
オ
ン
と
呼
ば
れ
、
全

国
的
に
も
有
名
な
八
戸
鉱
山

（
株
）
を
訪
問
し
た
。

　

一
行
は
、
同
社
が
用
意
し

て
く
れ
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に

乗
り
込
み
、
採
掘
現
場
へ
。

　

バ
ス
は
、
鉱
山
内
の
道
路

を
、
円
を
描
く
よ
う
に
最
深

部
に
向
か
っ
て
ゆ
っ
く
り
と

下
っ
て
い
く
。

　

八
戸
鉱
山
を
見
る
の
は
、

研
修
に
参
加
し
た
議
員
、
み

な
は
じ
め
て
の
よ
う
だ
っ
た

が
、
ま
る
で
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ

ニ
オ
ン
ば
り
の
露
天
掘
り
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
に
驚
愕
の

様
子
だ
っ
た
。

　

鉱
山
の
最
深
部
は
、
海
抜

下
１
７
０
メ
ー
ト
ル
と
の
こ

と
。
も
ち
ろ
ん
、
国
内
の
鉱

山
で
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
堀
り

下
げ
て
い
る
と
こ
ろ
は
な

い
。

　

八
戸
鉱
山
で
は
、
最
良
質

の
石
灰
石
を
高
度
な
技
術
で

採
掘
。
そ
れ
を
粉
砕
、
さ
ら

に
市
街
地
を
通
る
地
下
ト
ン

ネ
ル
内
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア

を
使
っ
て
10
キ
ロ
先
の
自
社

埠
頭
ま
で
輸
送
運
搬
し
て
い

る
。

　

八
戸
鉱
山
産
の
石
灰
石

は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の

原
料
と
し
て
、
ま
た
、
鹿
島

製
鉄
所
な
ど
の
焼
結
（
鉄
を

生
成
す
る
と
き
に
不
純
物
を

取
り
除
く
）
原
料
な
ど
と
し

て
使
わ
れ
て
い
る
が
、
品
質

も
良
い
た
め
需
要
が
多
く
、

鉱
山
内
の
機
械
等
を
24
時
間

稼
働
さ
せ
て
供
給
に
努
め
て

い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

１
年
の
う
ち
１
月
１
日
だ

け
は
、
休
み
。
そ
れ
以
外
の

日
は
、
昼
夜
の
別
な
く
八
戸

鉱
山
は
稼
働
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

  

『
八
戸
ポ
ー
タ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
は
っ
ち
』
は
、
交
流

と
創
造
の
拠
点
と
し
て
、
ま

た
、
観
光
と
文
化
に
ふ
れ
あ

う
施
設
と
し
て
街
の
中
心
街

に
５
年
前
に
オ
ー
プ
ン
。

　

施
設
内
で
は
八
戸
市
内
及

び
そ
の
周
辺
地
域
の
情
報
を

探
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
か
で
も
館
内
に
低
額
で

店
舗
を
出
店
で
き
る
シ
ス
テ

ム
、
あ
く
ま
で
も
木
の
ぬ
く

も
り
に
こ
だ
わ
っ
た
子
供
の

遊
び
場
空
間
が
、
こ
の
街
の

想
い
や
未
来
を
生
み
出
す
応

援
設
備
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
施
設
５
階
に
は
貸

館
と
し
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

長
期
滞
在
し
創
作
活
動
を
行

う
レ
ジ
デ
ン
ス
や
会
議
等
を

行
う
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
当

日
、
何
組
か
利
用
し
て
い
た
。

　

当
町
の
日
本
海
拠
点
館
の

利
活
用
の
参
考
と
し
た
い
。

日
本
海
拠
点
館
の

利
用
方
法
を
模
索

八
戸
ポ
ー
タ
ル

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
っ
ち

八
　
戸
　
鉱
　
山

�

〈
14
ペ
ー
ジ
へ
続
く
〉

最深部海抜下170ｍの採掘場（いやいや大きい、深いやべぞ、鉱山内は歩くなあ　疲れた）

プ
ラ
ン
ト
で
各
製
品
（
セ
メ

ン
ト
原
料
な
ど
）
が
作
ら
れ

る

中
央
操
作
室
に
お
い
て
粉
砕

作
業
等
を
遠
隔
操
作
で
行
っ

て
い
る
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六
戸
町
は
、
鰺
ヶ
沢
町
と

ほ
ぼ
同
じ
人
口
規
模
で
、
青

森
シ
ャ
モ
ロ
ッ
ク
や
ニ
ン
ニ

ク
、
ゴ
ボ
ウ
な
ど
の
農
産
物

が
特
産
品
で
あ
る
。

　

わ
が
議
会
で
は
、
議
会
改

革
特
別
委
員
会
を
立
上
げ
、

現
在
、
改
革
項
目
等
に
つ
い

て
調
査
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
だ
が
、
こ
の
町
の
議
会
が

ど
の
よ
う
な
考
え
の
も
と
議

会
改
革
を
実
践
し
て
い
る
の

か
、
そ
の
実
情
は
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
か
興
味
が
あ
っ

た
。

　

一
行
は
、
六
戸
町
役
場
を

訪
れ
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

六
戸
町
議
会
か
ら
は
、
円
子

議
長
は
じ
め
、
議
会
運
営
委

員
、
議
会
事
務
局
が
出
席
し

た
。

　

六
戸
町
議
会
の
取
り
組
み

の
一
つ
は
、
町
民
に
開
か
れ

た
身
近
な
議
会
を
め
ざ
し
た

六
戸
町
議
会
基
本
条
例
の
制

定
で
あ
る
。

　

そ
の
中
身
と
は
、

①
町
民
参
加

　

町
民
や
各
団
体
へ
議
会
の

報
告
会
、
意
見
交
換
会
を
実

施
。
町
民
の
声
を
聞
き
町
へ

反
映
さ
せ
る
。

②
開
か
れ
た
議
会

　

議
会
広
報
の
充
実
、
各
委

員
会
の
原
則
公
開
や
議
会
活

動
の
情
報
公
開
。

③
活
発
な
討
議

　

一
般
質
問
は
原
則
一
問
一

答
、
町
長
と
は
対
面
方
式
、

一
人
60
分
以
内
何
回
で
も
質

問
で
き
る
。

④
監
視
、
検
証
、
評
価

　

町
長
等
の
事
務
執
行
に
つ

い
て
、
ま
た
、
一
般
質
問
に

対
す
る
町
の
回
答
に
つ
い
て

監
視
、
検
証
、
評
価
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
が
条
例
で

謳
わ
れ
て
い
る
。

　

円
子
議
長
の
説
明
で
、
特

に
興
味
が
あ
っ
た
の
は
、
各

団
体
と
の
意
見
交
換
会
。

　

六
戸
町
で
は
、
議
員
と
町

民
と
の
意
見
交
換
会
が
定
期

的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

意
見
交
換
会
は
、
テ
ー
マ

を
決
め
て
、
そ
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
意
見
を
出
し
合
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
な

か
で
も
議
員
と
高
校
生
グ

ル
ー
プ
と
の
や
り
取
り
が
印

象
的
だ
っ
た
。

　

映
像
を
使
っ
て
説
明
し
て

い
た
だ
い
た
が
、
若
者
の
政

治
離
れ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
な
か
、
高
校
生
た
ち
の

町
に
対
す
る
思
い
、
願
い
、

希
望
、
そ
し
て
、
真
剣
に
話

し
合
う
姿
に
感
銘
を
受
け
た
。

　

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の

熱
意
が
伝
わ
り
、
襟
を
正
す

機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た

思
い
で
あ
る
。

　

ま
だ
ま
だ
鰺
ヶ
沢
町
は
、

沢
山
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
。

　

七
里
長
浜
港
に
し
ろ
、
日

本
海
拠
点
館
に
し
ろ
、
こ
の

ま
ま
で
は
無
用
の
長
物
に

な
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
の
町
の
将
来
の
た
め
今
、

何
を
考
え
、
何
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。

　

わ
れ
わ
れ
に
で
き
る
こ
と
。

　

議
会
が
変
わ
れ
ば
町
長
が

変
わ
る
。
町
長
が
変
わ
れ
ば

職
員
が
変
わ
る
。
職
員
が
変

わ
れ
ば
町
民
、
ま
ち
が
変
わ

る
。
こ
れ
を
言
っ
た
六
戸
町

議
会
円
子
議
長
の
言
葉
が
忘

れ
ら
れ
な
い
。

　

相
手
を
変
え
た
い
の
で
あ

れ
ば
、
ま
ず
自
分
か
ら
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

　

今
回
は
か
な
り
ハ
ー
ド
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
っ
た
が
、

大
変
意
味
の
あ
る
研
修
だ
っ

た
。
み
な
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

�

︹
記　

菊
谷　

忠
光
︺

�

〈
13
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
〉

議
会
改
革

�
先
進
地
に
学
ぶ

行
政
視
察
を

�

終
え
て

六 

戸 
町 
議 
会

六戸町の議会改革の取組みに対し、質問する長谷川議員（議会改革特別委員長）

パワーポイントを使用し説明する
六戸町議会円子議長　　　　　　

町民や大学生との意見交換会で出された
意見などが書かれた模造紙　　　　　　

六戸町イメージ　
　　キャラクター
メイプルくん


